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所有権の確定(Ⅱサムエル記5:6-10)
　神様の祝福を自分のものとして確定するときに、自分の所有だとサインを入れるときに、今までに経験したことのない味わう豊かな人生が始まるようになります。つまり、宗教生活から切り替わって信仰生活が始まるという意味です。そのことによって勝利の門が開かれるようになるでしょう。先週、私たちは、良いことでも悪いことでもキリストにすべてがまとまって、キリストオンリーになるときに、新しいスタートを切ることができるということを教えられました。そのように神様の恵みにより新しいスタートを切ることによって、いちばん最初に行う作業というものは、所有権を確定することです。それがどういう意味なのか、今日の聖書を中心にして考えていきたいと思います。
　ダビデは、イスラエルの一人の王として、イスラエルをまとめることによってダビデ王国をスタートさせました。その後、ダビデがいちばん最初に行っていたのが、ダビデが住むところ、住まいを確保することです。そこがエルサレムとなるところですが、シオンの要害とも呼ばれるところです。実は、ヨシュアを中心にして、神様の約束の地、カナンをすべて征服すべきなのに、いまだにこのエルサレムの地域には先住民が住んでいて、イスラエルの人がまだ征服していないところなのです。そこをダビデは、神様からの約束だったので、自分の住まいにするために入ろうとしていたら、先住民だったエブスという部族がダビデに向かって言います。「私たちの中にいる足の不自由な人、目の不自由な人だけでも、あなたがたには十分勝てるよ」。あざ笑っていたわけです。そこでダビデは、迷うことなくその町を攻撃して、攻め込んで、勝利を収めるようになりました。そして、先住民のエブス部族をすべて追放してしまいます。その後、その町の名前をダビデの町と命名することになりました。つまり、今まで先住民が住んでいたのですが、ここは私のものなのだと、自分の所有権を主張する場面です。その後、そのダビデの町に城壁を立てて、より自分の所有を丈夫にしっかりと整備していくことになりました。聖書には「ダビデはますます大いなる者となり、万軍の神、主が彼とともにおられた」と記されています。ここで一つ普通に考えておかしくないかという疑問が生じます。元々、そこに住んでいた先住民がいるのではないか。なぜダビデが勝手に入って、元々いた先住民を追い出して自分のものにしたのか。それはただの侵略であり、泥棒ではないのか、と思うかもしれません。違いますか。普通に考えると、一般常識から見たとき、また世の中で通用されている倫理や世の様々な理論から見たときに、到底、納得いかない出来事でした。にもかかわらず、ここはダビデの町だったわけです。奪い取ることできる根拠、また、そこに自分の名前をつけて、自分の所有だと主張することができる根拠はどこにあるのでしょうか。その根拠は一つしかありません。神様がイスラエルに、ダビデに与えると約束したからです。それが神様の契約です。その契約、神様の約束だけが根拠です。他の何かを根拠にしようとすると、何一つ当てはまるものはないし、納得いかないものばかりです。そうなると自分の所有を強く主張することは無理でしょう。神の約束、契約とは、カナンの血にメシヤ、キリストが来られるという約束だったわけです。ただの土地ではありません。今現在も中東でどこの国の土地なのか争いがずっと続いていますが、あまり意味のない話です。神の約束、キリストのために備えられた土地、それを歴史の主である神様が備えてあなたにあげるからとおっしゃいました。つまり、根拠はキリスト一人しかありません。キリストの他に一般常識や世の様々な理論などに触れると、自分の所有を所有として強く主張することにためらうようになります。それでクリスチャンの新しいスタートを切ったのにも関わらず、備えられている勝利の門がなかなか開かれないもどかしさを経験するようになります。つまり、信者が所有権を主張する根拠はキリスト、つまり、神の契約だけです。キリスト以前に私たちが根拠にしていたものがいろいろあります。イスラエルの人によりますと、律法というものがあったでしょう。あるいは宗教があり、道徳があり、ときには神秘的な経験があるかもしれません。一般常識やこういったすべてを統括しているものが因果応報の法則のようなものです。そういうものを今まで根拠にして人生を歩いてきました。
しかし、信者の私たちは、これから自分の所有権を主張するときに、そういったものにこだわる理由はありません。キリストだけが根拠なのです。キリストの他に根拠にしていたもの、条件、環境がどうなのか、状況がどうのこうのなどが根拠になり、特に先週も申し上げましたように、一番やっかいなのは、感情の動きというものを根拠にして人生を判断しいろいろ動かされてきたことは間違いありません。けれども、信者はこれからそういったものを根拠にしません。信者が根拠にするもの、特に所有権を主張するために根拠にするものは、神の契約、キリストだけです。神様は、それを根拠にしてダビデの町という勝利を通し、今を生きる信者の私たちにこのように語っています。信者はキリストだけを根拠にして、すでに神様から与えられている祝福に自分の判子を押すことによって、自分の所有を確定しなければなりません。それが神様が求めていらっしゃることです。すでに神様からキリストにあって信者の私たちに与えられている祝福があります。それに自分のサインを入れることです。そのときに契約が成立するようになるでしょう。そのサインが、アーメンなのです。アーメンはただの念仏みたいな唱えることではありません。キリストだけを根拠にしましょう。いま私たちがどのような状況に置かれていようが、問題があろうがなかろうが、すでに神様から私たち信者に祝福が与えられています。問題はそれが私たちのものなのにサインをしないのです。いろいろなことを根拠にして、こんな過去を持っていたのに、いまこんな状況なのに、私は足りないものなのですよと、いろいろなことを取り上げてサインをしようとしません。だから自分のものなのに自分のものとして主張することもできないし、楽しんで味わうこともできないのです。それは簡単に終わることではなく、そうすると目に見えない悪霊の力が離れることがありません。このエブス族のようにあざ笑うわけです。まったくあざ笑うことができない相手なのにそのように勘違いしてあざ笑っています。何をどうするか以前に、自分の所有として、キリストだけを根拠にして、サインを入れましょう。パウロはエペソ1：3においてこのように告白して、賛美をしています。天にある霊的すべての祝福をいただいているものです。その時、パウロがどこにいたでしょうか。パウロは刑務所に収監されていた者でした。それにもかかわらず、刑務所によって奪われることができない、天にある霊的すべての祝福が自分のものですとサインを入れました。刑務所に負けることなどありません。神様からキリストによって与えられている祝福、それが自分のものなのです。

どのような祝福なのでしょうか。ガラテヤ2：20、私は十字架とともに死にました。滅びるしかないものはもう死んで消えてなくなりました。もう二度と滅びることなどはありません。今はキリストが私の内側に生きている者になりました。それにサインを入れないといけません。そうなりたいとか、そうなればいいなではありません。それでは暗やみの力は砕かれません。霊的なパワーは経験できません。サインを入れてアーメン、その通りです。そうなることによって、「古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」。全く新しい存在に造り変えられました。そうなるためにイエス・キリストを通して神様は、私たちの内側に聖霊を通してともに住まわれることになりました。Ⅰコリント3：16、「あなたがたは神の神殿であり、神の御霊があなたがたに宿っておられることを知らないのですか」。これが祝福です。この祝福にアーメンとサインを入れることです。そのようになったということが何を意味するかと言いますと、ヨハネ17：21、父がわたしの中に、わたしが父の中にいるのと同じように、彼らも一つとなって、わたしたちの中におるようにしてくださいとイエス様が最後の晩餐のときにお祈りを捧げました。三位一体の神様の中に加えられるような、不思議で、不思議でしょうがない神秘的な祝福なのです。神様とワンネスになります。このような祝福がすでに与えられています。刑務所の中にいようが、自由に外を歩いていようが、健康だろうが、病気であろうが、まったく関係なく、すでに私たちに与えられました。それにサインを入れる作業、それが第一に求められることです。ワンネスになったということを一番よく現している箇所がエペソ2：5-6、キリストとともに生かされ、キリストとともによみがえらせ、キリストとともに天の所にすわらせてくださいました。まるでイエス様とくっついて一緒にイエス様が経験していたことをすべて経験したかのような表現なのです。これがいのちの祝福というものであり、私たち信者に与えられている祝福です。神様とともにおられる、神様と一つになってワンネスになりました。このいのちの祝福のゆえに、エペソ1：23、すべてを満たす方によって満たされているキリストのからだなる教会と呼ばれる者になりました。キリストをかしらにして、キリストとくっついてからだなり、私たちを通してキリストが現れる存在にすでになりました。これに信者の私たちは、他のすべてを振り払って、キリストだけを根拠にしてアーメンしましょう。これは自分のものです。これが自分なのです。そのときに暗やみの悪霊の力が砕かれることを経験するようになるでしょう。ローマ8：30、だから神様は、私たちを義と認められて合格サインを出しただけではなく、栄光に富んだ者にしてくださいました。その通りです。自分は神様にOKと受け入れられただけではなくて、この世の中においてキリストの光を放つことができる栄光に富んだ存在です。アーメン。そこにサインを入れないといけません。

しかし、少しエリートな人、また先進国の人々、特に教養に富んでいる日本人の方々のような場合は、それ自体はすばらしい立派なことなのですが、それゆえすぐにアーメンと言わずに迷ってしまうのです。何回か段階を経て、そのように自分自身にだまされてしまいます。それでは霊的には勝てません。一番先に必要な作業は、キリストにあって神様が与えられていらっしゃるので、ただキリストだけを根拠にして、今までのすべての法則を無視して、唐突に大胆に迷わずにアーメンとサインを入れることです。世の中を生きている間に何があっても私は何も恐れる必要はないし、羨むことも何もないし、問題になることも何一つないし、引っかかることも何一つない、そういう幸いな者なのです。これに自分のサインを入れないといけません。「ダビデの町」と命名したように、「ゆりかの祝福」というようにサインを入れないといけません。何年か前からレムナントや何人かの人と日曜日のメッセージの後、SNSを通してフォーラムのやりとりをしています。非常にみな頑張っているしすばらしいなと思いますが、一つ惜しいというか、一つもったいないと思うのは、メッセージを聞いて恵まれて、何かなるほどと納得するものがありました。それに対して日本人らしく、すぐに自分のサインを入れるわけにはいきません。そんな簡単には…。その様になりたいなと思います。そうなればいいなと思いました…。謙虚で結構だと思いますが、霊的な戦いはそれでは駄目なのです。神様のメッセージが与えられましたら、それに対してアーメンすることです。自分のレベルがそれについて行けるかどうかと関係ありません。ただキリストだけを根拠にして。ここが戦いなのです。周りから見ると何あれと思われるかもしれません。でも、自分のサインをしないといけません。ぜひそこを考えて改善してみてください。

そして、信者はこのキリストだけを根拠にして、これから神様が与えようとして備えていらっしゃる祝福にも自分のサインを入れることによって所有権を確定することです。アーメンと入れることです。イエス・キリストを信じている人は、どのような過去があろうが、今現在レベルがどうなのかと一切関係なく、全員エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまでイエスの証人となるという祝福を約束されました。つまり、世界福音化という祝福が私たちに約束されて、与えられ、備えられています。ならば、それは自分の祝福ですとそこにサインを入れるべきなのに、それは柳先生の祝福であり、韓国の本部の教会の祝福であり…とついつい思ってしまうのです。今の私たちは自分の世話で精一杯なのにとつい思うのでしょうけれども、だから負けるわけです。状況、自分のレベルがどうであれ、どんな険しい、苦しい問題を抱えていようが戦いましょう。神様が約束されたので、ただただキリストだけを根拠にしてアーメンと、そこにサインを入れましょう。感情的についていかなくても、感情というものは後からついてくるものですから、ただ信仰によって歯を食いしばって、常識から見た時には無理に思われても、そうならば無理やりでいいから自分の名前をそこに書いてサインを入れましょう。今世界に237カ国があるようです。そこには様々な民族が住んでいます。その237カ国多民族を通して宣教の祝福が備えられています。それにアーメンしましょう。それが自分の祝福ですと。そのために日本には47都道府県があります。各都道府県にキリストだけを根拠にして、祝福の確信をもって所有権を主張することができる人、そういう絶対弟子を立てること、それが神様が備えていらっしゃる祝福です。それが自分のものだと。別に努力とか何かとかではありません。ただ信仰によって、それが自分の祝福ですとサインを入れるだけでいいのです。そのために神様は、私たちがキャンプで周りますが限界があるので、そこに常駐するための国内宣教師を派遣することによって、霊的な中心になる教会を開拓して建てること、それをなそうとしていらっしゃいます。これが祝福です。牧師が強く主張する祝福ではなくて、皆さんのものとしてサインを入れるだけなのです。そして、そのために神様は約束された光の経済を回復させます。それと同時に苦難もともに与えられます。だいたい苦難は避けて通ろうとしていますが、聖書のどこを見ていてもそういうことはありません。それも神様が与えられる祝福なので、光の経済の祝福、アーメン。苦難、アーメン。サインを入れることです。そのために神様は教会を与えられました。教会を通してみことばを与えられ、みことばによる恵みを備えて与えられます。それを自分のものとしてサインしないといけません。

日曜日にこの教会に来て礼拝のメッセージを聞きます。それが毎週牧師が一回語るメッセージであってはいけません。自分のものなのです。サインを入れることです。今はインターネットの時代です。ですから、聞こうと思えばいくらでもいろいろなメッセージが聞けます。そこには感動的なメッセージ、ときには必要なメッセージ、立派なメッセージもたくさんあります。どんどん聞いていただきたいと思います。時代がそういう時代ですから。ただ日曜日の教会の講壇のメッセージで足りないのでそれを聞こうとするということは言語道断です。でも、そちらのメッセージの方がずっと優れていますよ…。かもしれません。神様は失敗する方ではありません。皆さんのレベル、皆さんの事情をご存知なので、牧師がどうのこうの以前に、皆さんに必要なメッセージをこの講壇を通して与えられると私は信じています。神の主権を信じる人であれば、講壇のメッセージで十分で、噛み砕いて、噛みしめて、その上であらゆるメッセージを聞くというのは財産になるものでしょう。でも、順番が変わるとすれば、上着を先に着て、その後に下着を履こうとすることと同じになるのではないでしょうか。たぶん頑張ってどうにか身につけることはできるかもしれません。でも、ぎこちないし、本当の意味での成長といやしは期待できません。ここでのメッセージ、先生が語るメッセージがいちばんですよという幼稚な話ではありません。神様を信じてください。十分でないといけません。皆さんの名前を毎回語られるメッセージに入れないといけません。サインを入れること、これが神様が望まれることです。そうすると神様は、いま皆さんが置かれている現場に、皆さんを通してキリストのいのち、キリストの愛、キリストの権威が流れ出るように祝福を約束していらっしゃいます。その現場の事情がどうであれ構いません。皆さんの現場に暗やみの王国が砕かれて、神の国が臨まれ、いのちの働きがなされるという祝福を備えていらっしゃいます。それに対して疑わずに、迷わずに、待たずにアーメンとサインを入れることです。皆さんただサインを入れると思うかもしれませんが、霊の世界においては、サタンが震えて、暗やみの力が砕かれて去っていく神のみわざが行われる霊的なすごい出来事になるわけです。ぜひこの祝福の主人公になることを祈りたいと思います。現場がどういう事情なのでしょうか。

ある牧師婦人は、旦那さんが牧師になる前にサラリーマンとして毎日お酒を飲んで、夜中の2時、3時ぐらいに帰ってきたそうです。旦那さんは1時でも2時でもいつもベルを押すようです。ある日、たまたま旦那さんのポケットの中に鍵があったので、自分で鍵を開けて入りました。すると奥さんが旦那さんを待っている間に疲れてテーブルの上で寝ていたそうです。その横に涙で濡れた紙があり、それを見るべきかなという思いになって見てみると、このように書いてあったそうです。「今日もバスに乗って○○に行きました。神様、手首を切って死んだほうがマシでしょうか。首をつったほうがマシでしょうか。どういう方法で死んだほうがいいでしょうか。そういうことばかり考えました。しかし、神様がこの旦那さんを愛しなさいということで与えられていらっしゃるので死ぬわけにはいかないので、また戻ってきました」という内容が綴ってあったそうです。それを見た瞬間、神様の恵みでしょうけれども、この人の心に雷が落ちてきて、その後牧師になって韓国で結構名が知られている有名な牧師になったそうです。その牧師のおあかしでした。現場がどういう現場なのか。その現場は、神の国が私たちを通して臨まれるために備えられている宣教地なのです。それにアーメンと自分のサインを入れないといけません。ペンが悪いのかインクがないのか分かりませんが、なかなかサインしません。でも…でも…と。私たちが「でも」と言っているその間に、サタンはあざ笑っています、そういう資格のない悪魔なのに、キリストによって頭が踏み砕かれて完璧に制圧されているものなのに。

いま何かの問題があるのでしょうか。辛いでしょうか。あるいは弱いでしょうか。なかなか思い通りに信仰が進まないのでしょうか。何をどうすればいいのかということを考えずに、いちばん最初に行うべき作業は、神様が皆さんにおっしゃっています。キリスト・イエスにあってわたしはおまえを愛している。あなたと一緒なのだよ。すべての祝福を与えられたのではないのか。サインしなさい。ただで与えたので、サインしなさい。信仰生活の一番の順番はアーメンです。それでサインすることです。特に祈りの中で、そして、すべての状況の中で常にサインすることです。お祈りというのは、自分の願いを求める前に、神様の祝福、聖書はそれを相続と言いますが、それにサインすることです。そして、神様が私に与えようとしていらっしゃる祝福にサインすることによって、所有権を確定すること、それが祈りです。そのときに自分の願いは消えてなくなり、神の願いが見えてきて、それが自分の願いとなり、祈りの課題となるということを経験するようになるでしょう。ダビデはエルサレムの町をダビデの町と命名した後、そこに城壁を建て、さらに整備して丈夫に整えていきました。このサインとともに、この祝福、この所有権に対して、これから祈りを通して、繰り返し、繰り返し、丈夫に整えていくことをお勧めしたいと思うし、そうすることによってダビデがますます大いなるものになりと言われているようなみことばが皆さんにありのままそのまま成就するようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。キリスト・イエスによって神の子どもとされ、以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなりましたことを感謝いたします。すでにいのちの祝福を与えられ、また福音宣教の祝福を備えていらっしゃることを覚えて感謝いたします。私たちに必要なのは、それに感謝とともにすべての根拠を振り払い、キリストだけを根拠にしてアーメンと自分の名前を、サインを入れることだけなので、どうか聖霊様がひとりひとりにその決断、その祝福を与えてください。それで暗やみの力が砕かれ去っていく祝福を経験し、証人として用いられるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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